
トラックの

荷台
26%

はしご・脚

立
19%階段
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足場
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その他
33%

墜落・転落発生時の作業場所

12.2%

26.3%

22.6%
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2.1% 墜落・転落災害による休業日数

10日未満
10日～30日未満
30日～60日未満
60日以上
死亡

 
 
         平成２８年に福島県内で発生した休業４日以上の労働災害のうち、墜落・転落により被災した人は３２７人で  

うち７人が死亡しています。 
 
◆ 死亡者７人の作業時の高さは、次のとおりです。             

※作業時の足の位置の高さ 

・キャスター付のイス乗って 

・1.4ｍの脚立で作業 

・建物の梁に乗って作業中など 

 

◆ 墜落・転落災害被災者の61.4％が１月以上休業 

 
 
 
                          
                                    
 
 
◆ 業種を問わず、様々な作業場所で墜落・転落災害 

が発生 
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作業時の高さ 人 

１ｍ未満 １ 

１ｍ～２ｍ未満 ２ 

２ｍ～５ｍ未満 ４ 
チェック項目 ☑ 

１ 
不安定な場所で作業をしていませんか。 
不安定な場所に乗っていませんか。 

□ 

２ 
作業場所の端には、手すり等の防護設備を

事前に取付けていますか。 
□ 

３ 
床等の開口部には、ずれ止めをした蓋等が

設置されていますか。 
□ 

４ 
危険な場所は、立入り禁止とし明確な表示

がしてありますか。 

□ 

５ 
安全帯着用作業では、作業者がお互いに取

付け状況を確認しあっていますか。 
□ 

６ 
高所で無理な姿勢で作業をしていません

か。 
□ 

墜落・転落災害を防止しましょう！ 

 墜落・転落災害防止のために、次の事項を

チェックしてみましょう。 


